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円山動物園　ワークブック　先生用資料
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ホッキョクグマの抱えている問題を「身近な問題」と捉え、自分たちの生活にどのような関係があるのかを考える。また、児童たちが普段行っている環境のための行動が、動物たちにどういう繋がりがあるかを理解し行動できる。


・　個体を観察することにより、地球上に住む人間以外の生命をより身近に感じることができる。

・　自分の観察から得た答えを発表し、班でまとめ、クラスメイトに伝えることができる。

・　野生動物の生息環境を守ることが、人間にとっても重要であることを、自分たちの考えた答えより認識することができる。

・　ホッキョクグマについて適切な資料を選んで調べることができる。

	
	主な学習活動
	ねらい
	必要時数

	①事前学習
	動物園に行く前にホッキョクグマの種としての特徴を自分たちで調べまとめる。
	動物に興味を持ち、動物園に行くのが楽しみになる。
	2

	②動物園

学習
	動物園で調査ノートを使い、楽しみながら動物を個としてよく観察する。
	楽しみながら、動物を個体として観察し、身近に感じる。
	1

	③事後学習
	①②又はこれまでの学習をもとに、動物の紹介をすると共に、動物や人間が生きていくうえで必要なものを発表し比べる。
	動物の生活環境と自分たちの生活がつながっていることを認識する。（身近な問題として考える）
	3



環境に対しての取り組みが各家庭でも行われていますが、これからさらに多くの行動が必要とされています。今現在、自分たちにあまり影響が無いなか、なぜ、何のためにこういった行動を取らなければならないのか、自分たちで考え、しっかりと認識する必要があると思われます。
動物園は、来園者が身近に感じた動物たちを仲介役とすることにより、動物たちの抱えている地球規模の問題を、自分につながりのある身近な問題と捉えてもらうことができる場所です。自分たちはその問題のために何ができるのかを考え、行動することができる子どもを一人でも増やすため、このワークブックは作成されました。
　　　　　　　　　　動物園に行く前にホッキョクグマについて調べよう！
「テーマ：興味を持とう！」

まず先に、自分たちがイメージするホッキョクグマの絵を調査ノートに描きます。（興味を持ってもらうことが目的なので、上手に描く必要はありません。）次に、種としての特徴を自分たちで調べまとめます。これから見に行く動物がどんな生き物なのかを感じさせることがねらいです。



　　　　　　調べる内容は児童たちに任せ、ホッキョクグマという動物について関心をもたせる。

先生用資料
生息地
ユーラシア大陸、アメリカ大陸の北極周辺の陸地と氷上
形態
陸上に生息する最大の肉食動物です。体長はメスで180～200cm、オスで220～250cm、体重はメスで150～300kg、オスで300～600kg。
体のわりに頭が小さく前足が大きいなど、泳ぐのに適した体型で、泳ぎや潜水が得意です。時速6.5kmほどで65km程度の距離を泳ぐことができるといわれていますが、あまり深くは潜ることができないようです。
鋭く曲がった5本の鉤爪を持ち、氷をつかんだり、獲物を抑えたりするのに使います。足裏の肉球のすき間に長い毛が生えていて、低温から足をまもり、氷の上を動くのに便利です。　　　
体毛は白く見えますが、実は透明で内部が空洞になって断熱性に優れています。
冬はどんなに寒くても「全然お構いなし」といった感じですが、夏は苦手なようで、一日中ぐだーっとしています。
食べもの
雑食性でシロイルカ、セイウチ、トナカイ、ジャコウジカなどの哺乳類、魚類、鳥の卵、果実、コケ、海草なども食べますが、主要な栄養源はアザラシ類です。氷上のアザラシにそっと近づいたり、呼吸のために氷の割れ目から顔を出すアザラシを待ち伏せたりします。
円山動物園では鶏肉、ホッケ、ニンジン、リンゴなどを与えています。また、夏場にはクローバーも与えており、喜んで食べてくれています。　活魚をプールに放すこともあり、魚を自分で捕らえて食べることが彼らのストレス解消にもつながっているようです。
種の特徴
繁殖期やメスが子育てをしているとき意外は、単独で行動します。妊娠したメスは雪原に巣穴を作り、その中で何も食べずに11月～1月に通常2頭の子どもを出産・育児をします。
当園のメスの子育て期間中、オスは単独で飼育します。お客様から時々「なぜ家族みんなで一緒にいさせてあげないのか」と聞かれるのですが、オスは子どもを捕食してしまうのです。
減少の原因
ホッキョクグマは氷の上でアザラシ狩りをし、氷のある冬の間にエネルギーを蓄えます。特にメスは、十分に食べて脂肪を蓄えなければ丈夫な子を産み育てることはできません。地球温暖化の影響で2040年には北極海の氷が消えるという予測も発表されており、現在約22,000頭とされている生息数も約1/3になるといわれています。これらのことから、2006年のレッドリストでは危急種（VU）とされました。
円山動物園での状況
1963年から飼育を開始しており、1985年にポール（オス）とシロ（メス）が国内で3番目に繁殖に成功しました。現在は1993年11月ソルトレイクシティー生まれのデナリ（オス）と1994年11月別府生まれのララ（メス）が1996年からペアを組んでいます。2000年から出産はするものの子は育たない状況が続いていましたが、2003年、2005年と連続して繁殖に成功しています。2000年以降国内で繁殖に成功したのはこの2例だけです。2003年生まれのツヨシ（メス）は釧路動物園へ、2005年生まれのピリカ（メス）は帯広動物園へ行っています。また、2007年7月に帯広動物園からサツキ（メス、1991年11月アメリカ生まれ）が来園しました。
地球が温暖化するとどうなるのですか？
二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素、ハイドロクロロフルオロカーボン、パーフルオロカーボン、６フッ化硫黄は、太陽光は透過しますが、地表から放射される赤外線を透過しないので、温室効果ガスといわれています。温室効果ガスの増加に伴って地表付近の気温が上昇し、その結果、極域の氷や氷河の氷が溶け、海水が膨張して海面が上昇する地球温暖化がたいへん心配されています。
地球温暖化が起こると、干ばつや洪水の増加、森林や農業に対する悪影響（逆に温暖化による好影響もあります）、海水の昇温や水面上昇に伴うサンゴ礁の白化、海岸域、島しょの沈下や波による侵食、地下水への塩分浸透、ツンドラ域の破壊、マラリア等の熱帯伝染病の温帯域への拡大、熱射病の増加、動植物の生態の変化、特に高山地の動植物の絶滅など、広範囲な深刻な影響が考えられます。
（環境省　ＥＣＯ学習ライブラリーホームページより）

　　　　　　　　　　 動物園でデナリをよく観察しよう　

「テーマ：答えはひとつじゃない！楽しく観察！」

　　 「調査ノート」「オペラグラス」使用
動物を種としてではなく個として観察する事により親近感が沸いてきます。また、調査ノートの質問は、それぞれの子どもたちの感じ方、観察の仕方により答えが違ってくるような設問にしてあります。当日は事後学習でその動物の立場に立って考えるための準備と考え、楽しみながらしっかり観察させてください。また、事後学習でのデナリ紹介のため、生徒各自が出した自分なりの考えを班内でまとめます。


児童たちの観察について
児童に配布する調査ノート「デナリ」の質問内容
・デナリと住んでいる所、目と耳と鼻を使って
　調べてみよう！
いまどんな音が聞こえる？
いまどんな匂いがする？
デナリは何をしている？
・デナリの特徴を観察し、身近な物に例えて
　表現してみよう！
体の大きさは？　毛の色は？
毛は触ったら何に似てると思う？

耳の形は？　歩き方は？

・観察したことから、デナリになった気持ちで
　想像してみよう！
デナリの性格は？
もし君がデナリだったら、いま何を

考えていると思う？

（質問項目は必要に応じて増減してください）
　各班まとめの質問内容
（児童たちがまとめる時間は、事後学習の時間に組み込むことも出来ます。）
ホッキョクグマについてわかったことはなに！？

・現状(生息数など)　・食べ物　

・住んでいる所は？・生活するために必要な物は？
デナリについてわかったことはなに！？

・何才ですか？　・生まれた所は？
・体の色は？　・耳の形は？　　　

・性格は？　　　　　
・何をしていた事が一番多かった？
・体の特徴や性格から得意技は何だと思いますか

自分の観察を基にして、自分の言葉で書く。

 　　　　　　　　　 　ステップ1：デナリの紹介
　　　　　　　　　　 　 ステップ2：動物に必要な物、人間に必要な物
　　　　　　　　　　  　ステップ3：どうしても必要な物・楽しく考えよう！
普段何気なくやっている環境のための行動が、動物園で身近に感じた動物たちにつながっていることを認識する。また、動物たちにとって、生きていくうえでどうしても必要なものを、自分たちが必ずしも必要としないものを我慢、もしくは抑制することにより、守ることができるということを自分たちの意見として確認できる。
（ホッキョクグマだけではなく、複数班のいくつかの動物も同時に行うことが出来ます。）
発表する時に使う表　　

行に動物種名、人間、列に食べ物、暮らしに必要な物と書いた表

作業とねらい
ステップ1：デナリの紹介
	作業
	ねらい・注意点

	①
	各班から、担当動物の紹介をする。
	人にその個体のことを伝えることにより、「自分の担当動物」ということを再認識させる。


	②

	同時に、表に書くホッキョクグマの食べ物、暮らしに必要な物を発表し先生が表に記入する。
	


ステップ2：動物に必要な物、人間に必要な物
	作業
	ねらい・注意点

	③

	全班発表後、人間について食べ物、暮らしに必要な物をあげ表に記入する。全体で、もしくは班ごとにあげても良い。
	動物たちの観察、調査により出てきたことと人間を結びつける。
人間にとって必要なものも児童たちに自由に多様な意見を出させる。丸が付かない物が多く必要。


	④

	動物と人間について書かれた物の中で、生きていくためにどうしても必要な物を選び、丸を付ける。
	


ステップ3：どうしても必要な物を守るために・楽しく考えよう！
	作業
	ねらい・注意点

	⑤

	ホッキョクグマのどうしても必要な物を守るには
どんな環境が必要なのか考える。また、人間で丸が付かなかった物の中で、その必要な環境につながる物は無いか考える。
	人間にとって「どうしても必要でない物」でも、抑制すると動物たちの「どうしても必要なもの」を守るのに役立つことを認識させる。

あくまでも児童から出た意見を尊重し、否定せず、自分の出した答えより行動に移るようにする。

	⑥

	⑤で考えた動物のために自分たちができることを、各班が1つずつ発表する。
	

	⑦
	⑥で発表したことを、「デナリ宣言：レスキュー隊！参上！！」のラベルを教室の適所に貼る。
(例：スイッチ，テレビ，ゴミ箱)
	


　　　　生徒たちの意見は否定せず、自分たちで考え、出した意見から行動に移させる。

	
	デナリ
	キナコ(オオカミ)
	人間

	食べ物
	アザラシ、魚
	シカ
	米、パン、お菓子

	暮らしに必要な物
	北極の氷
	森
	家、電気、ガス






命の大切さがわかる
デナリ(個体)を観察する体験を通して、動物に対する驚きや感動が生まれて、命の大切さを理解することができます。
人と動物と環境の絆を認識―環境に配慮した行動の必要性が理解できる
自分たちの調査、観察、紹介からホッキョクグマのデナリに親近感をもてます。そして種ではなく１つの命ある個体デナリに親近感を持つことにより、デナリの故郷の環境、問題がつながりのある身近な物として感じることができる。
普段行っている、また良く耳にする環境に配慮した行動が、何のために行っているかを理解することは、将来的に子どもたちが社会の中でその行動を持続させるために必要なことです。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　自分の意見を持ち他人に伝えられる。
　生徒用当日資料の質問のほとんどが「間違った答え」はなく、観察した個人の感じ方によって違いが出るようにしてあります。これは動物を身近に感じさせると言う目的もありますが、自分の体験（観察）から出た言葉を他人に伝えそれについて話し合うためでもあります。自分なりの考えを伝える、人の考えを聞くということを動物に仲介してもらいながらスムーズに行えます。

※この教材を利用した学校・先生へ（ご意見・ご感想の募集）
　　円山動物園のご意見・ご提案のホームページまたはＦＡＸで、ご意見・ご感想を募集しています。寄せられたご意見・ご感想は、この教材の改良に役立てたいと思います。

ホームページアドレス：http://www.city.sapporo.jp/zoo/www1goiken/index.html
ＦＡＸ番号：０１１－６２１－１４２８　

―デナリ宣言―

「レスキュー隊！参上！！」

ホッキョクグマを守るため、僕たち、私たちができること！！

「節電隊！」―第　班―

名前：金澤，中俣，中川，金森，金田，森永

ホッキョクグマを守るためには？！





対象　小学校高学年


設定　 1グループ　4～6人

















目的











デナリの紹介


自分たちが観察したデナリをクラスの他の児童に紹介します。各児童が調べたことを班内で意見を出し合い、他の人にデナリがどんな子か良く分かるようまとめます。








取り組み効果











教科内でできる環境教育教材








円山動物園環境教育教材




















� INCLUDEPICTURE "http://www.city.sapporo.jp/zoo/red_data_book/images/mammalia_26.jpg" \* MERGEFORMATINET ���








事前学習で調べた部分です。


最後の「生活するために必要な物は？」の答えは事後学習で必要です。





























動物園学習





事前学習








こんな動物なんだ！「ホッキョクグマのデナリに逢うのが楽しみになる」





ポイント











①





ポイント














例）


・生息地（住んでいる場所）を調べよう。


・大きさ（身長、体重）を調べよう。　


・習性を調べよう。


・食べ物を調べよう。


・生息数を調べよう。


・生息数がどのくらい減っているのか


　調べよう。


・生息数が減った理由を具体的に


　調べてみよう。

















②





デナリも同じ生き物！「身近に感じる」








事後学習





効果２








ポイント











デナリのために、がんばろう！























表のイメージ


特に人間の部分は思いついた物を、沢山あげて、


その中でどうしても必要だと思う物に○を付ける。








効果１





効果３








③





効果 ２








ねらい　(特長)





取り組みの背景として








観察・調査のポイント


例えて表現


身近に感じさせるために、大きさや色等を自分の身近な物に例えさせて下さい。


例）大きさ　机3個分、タンス、冷蔵庫など、


耳の形　おまんじゅう。


動物の見方


目の周辺を観察すると感情を読み取り易いです。


何気ない動作でも意味があります。繋がっている前後の動きを観察するとその意味が分かります。


想像が大切


答えが一つではない設問、例えて答える等想像力がないと答えられません。想像は児童たちの過去の経験、今回の観察からの分析より出てきたものです。答えを否定せず質問してあげることが考えを深める上で役立ちます。





取り組みのながれ
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